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【お風呂屋黙示録 はじめに】マッケイガン師







大いなる湯船に浸かりし君の　御尊の声を聞く　アツイマイ？
我その詔の理を知る　故に主は我をこの地に下した


湯船の国からやって来た第四の使者　マッケイガン！！

師は日系企業の企業戦士を仮染めの姿としつつ、その実体は外道風呂親王、大魔羅尊神が下天に使わした使者であった。

此処では師の伝道の足跡をなぞってみたい・・・

はじめに師の最初の詔をお伝えする


「本社の奴ら！ザマアミロ！！」
 
  【お風呂屋黙示録 第一章 ニュークレオパトラ】マッケイガン師
  

  
  




【お風呂屋黙示録 第一章 ニュークレオパトラ】マッケイガン師







ラマ９に向かう高速から北側を見ていると、一つだけ、ツタンカーメン像か、スフィンクスかなんかの張りぼてがくっついた建物が確認できる。

これがニュークレオパトラである。

ネット上では、どちらかと言うと人気のないＭＰであるようだが（偏った情報かもしれない）、確認したこの情報を、このホームページに初投稿しよう。

まず、値段はタマダー１９００バーツ（ラチャダーの高級店並）。
４５００バーツもいるらしいが、私の行った時間には一人もいなかった。

次にコンシアについて、カマっぽいお兄さんが丁寧に接してくれた。
結構、流行っているわりに、ボラないし、態度良し。

部屋は、大きさ普通。
手前にベッド、奥にバスがあり普通と反対。

バスにはスポットライトらしき物がついており、アップナム時にとても雰囲気がよい。
泡姫は、私的にはラチャダーよりずっと上だと感じた。

というのもここでは、選びたいコが３〜４人いて、そのうちどのコにしようかという、ありがたい選択になったから、他だと選びたい娘がいなくて、消去法で選ぶことがしばしばある。

白くて清楚な感じの子が多いと思う。

姫は、迷ったあげく、最近ヌード写真集を出した「金澤あかね似」の××３番のコにした。
このコは部屋に入ると同時にＤキスをしてきた。

ウエイトレスのコが注文を取りに来ているのもお構いなし。

こちらが恥ずかしい。

サービスは、２回ハメ＋ヌアット＋丁寧な対応と、可愛い子と夢のような時間を過ごさせてもらった。
何故、ここが人気が出ないのか全くわからない。

また、ここにはまだ謎が多くあるようである。
次回にそこら辺を探求したい。

（2000年4月24日投稿）
 
  【お風呂屋黙示録 第二章 バンコクコージー】マッケイガン師
  

  
  




【お風呂屋黙示録 第二章 バンコクコージー】マッケイガン師







ペッブリータットマイと、ソイトンローの交差点を約２００Ｍ西に行った、奥まったところにあり、日本語で「日本のみなさまようこそソープランドバンコクコージーへ？（様だったと思う忘れた）」などと書いてある、ＭＰの登竜門的存在「バンコクコージー」についての情報を第二回目の投稿としよう。

俺は時間があったため、午後二時にこの店を訪れた。

この時間、雛壇に２名いるが好みではない。
よって、ビールを飲みながら、好みのコが来るのを待つことにした。

２０分ぐらいたつとポツポツ出勤してくる。
出勤時の格好は、みんな×０代では無いかと思える様な感じで、期待に胸が膨らむ。

太った大柄なコンシアが近づいてくる。
「こんにちは」と日本語が少し出来るみたいだ。

ここで値段を確認する。
ブーシーナムグン（青番号札）１２００バーツ、ブーシールアン（黄番号札）１５００バーツ、ブーシーデーン（赤番号札）１７００バーツ、彼は正規料金を俺に告げる。

しかし、まだ時間があったため選ばずに、又雛壇の観察に戻る。

しばらくすると、角刈りにーちゃんのコンシアが近づいてくる。

彼は態度がでかく、俺がなかなか選ばないのが気に食わないらしく、「何で決めねーんだ。あの右から４番目オッパイでかくていい。あいつにしろ。あいつにしろ」と盛んに催促してくる。

もっと眺めていたかったのだが、あまりのしつこさにとうとう選んだ。
しかし、彼のお薦めではなく、清純そうな感じの×９歳という×２番のコ（青番号札）にした。

角刈りにーちゃんは態度が悪いので気を付けたい。

さて、部屋はあまり綺麗とはいえないが、ベッドの横に大きな鏡があり、見ながらすると妙に興奮する。

俺の選んだ子は、仲間由紀恵をおかっぱにしたようなタイプのコだ。
笑顔がカワイイ。

サービスは、キスなしＦなしであったが、結構淫乱で、鏡を見ながら２回ハメしたのと性格が良かったので、満足した。

この価格（１２００バーツ）では満足に当たる。

やはり、日本人にとって登竜門的存在のＭＰと言うことが再認識できた。

（2000年4月24日投稿）
 
  【お風呂屋黙示録 第三章 ミラージュ】マッケイガン師
  

  
  




【お風呂屋黙示録 第三章 ミラージュ】マッケイガン師







外道風呂でも紹介されている、ラッチャダーのお風呂銀座から、は少しソイを入ったところにある「ミラージュ」についての情報を、第三回目 の投稿としよう。

以前に店の前を通ったことがあったが、どこが入り口かよくわからないかった。

今回は、KARAOKEと書いてある入り口から突入したが、そこが正確な入り口だったらしい。
入ってすぐ、風呂の宣伝ポスターがあった。

そこから、エスカレーターを登り、左の奥に雛壇がある。

雛壇には２０人ぐらいの泡姫がいたが、そこから指名されて出てくる、ねーちゃんの雰囲気が、普通の風呂とは少し違う。

よく見ると、全員衣装が「水着」なのだ。
水着フェチの人にはお奨めだ（そんな奴いるんだろうか？）。

泡姫の全体の雰囲気は、「まさにタイ人女性」という言葉が当てはまる人達の集まりだ。

そのなかで、コンシアお薦めの仕事師（１９００Ｂで２Ｈ）を選んで部屋に向かった。
部屋というと「広い」の一言で表現できる。

その広い部屋で、まずはアップナム。
しかし、さすが仕事師、ただのアップナムではない。
タイでは初体験の生の潜望鏡付きだった。

それから、お決まりの２回戦。
いつもは１回戦と２回戦の間は時間を必要とするが、今回は仕事師の仕事にあっという間の回復。
満足の２時間であった。

（2000年4月24日投稿）
 
  【お風呂屋黙示録 第四章 V2】マッケイガン師
  

  
  




【お風呂屋黙示録 第四章 V2】マッケイガン師







駐在員の皆様、どうか私のワルサを言いふらさないでくださいませ。出世に響きますから（マッケイガン師 第二の詔）

ラチャダーピセークロードを北上していくと、ラットプラオロードという道にぶつかる。
そこを右折し、東へ１キロばかり行ったところの、「soi５５／２」にこの店は位置する。

周りは衣料品専門のタラート、「プラトゥナム」をもっと下町風にした感じで、食べ物を作り売る露店が歩道にひしめいている。

最初の印象は、本当にこんな所に風呂屋があるのか？と言うものであった。

５５／２を曲がると、駐車場の検札があり、その奥にＶ２がある。
建物は、ペッブリータットマイのボッタクリＭＰのようなひなびた外装であり、店の文字を浮かび上がらせる電飾も所々消えている。

．．とここまでは、読んでいる人達に好印象を与えないが、このＶ２についての情報を第４回目の投稿としよう。

店の入り口は２箇所で、一方はＶ２マッサージ、もう一方はV２カラオケだったと思う。
そのＶ２マッサージの扉を開けて中に入ると、左側に雛壇、右側にキャッシャーが見えてくる。

キャッシャーの奥は薄暗く、バスの待合室みたいになっており、７、８人の作業員風の人達が座っている。
彼はここで何をしているのだろうか？

それから、左側の雛壇に目をやる。
まだ時間が早いせいなのか、（午後４時半）１０名弱の泡姫しかいない。

その中で、見た瞬間、「この子だ」と思った子を早速指名する。
こういう、ファースト・インプレッションが大切と痛感している。
こういう時は、ハズレが非常に少ないからだ。

よって、今回は、コンシアの態度はよくわからない。
何せ番号をタイ語で告げただけなのだから。

でも、キャッシャーで２０００Ｂ払うと、お釣りがちゃんと事前情報通り３００Ｂ返ったきた。

今回、選んだ姫は、「ポーンちゃん」というチェンマイ出身の２１歳で細身の美人系。
どこか悪女っぽい臭いのする子であった。

毎日５人は相手するらしいが、今日の客は俺が初めてということで何か嬉しい。
又話の中で日本人客も結構多いことを聞いた。

この話を聞いて、「こんな辺鄙なところまでわざわざ来る、外道者の多さに恐れ入った」と言わざるを得なかった。

部屋は余り広くなく、値段の割には貧粗といったところか。
部屋に置いてある、黒のソーファーならぬ椅子が、貧粗さに拍車をかけていた。

しかし、浴槽はまあ割と普通だった。
その浴槽に湯がたまったところで、さあアップナムだ。

ここで、前回に引き続き来泰２度目の潜望鏡を体験する。
しかし、今回はその後にそのまま１回戦に突入するという、水中FACKを初体験した。

おかげで、手の皮がシワシワになるぐらい、長湯をしてしまった。
軽いマッサージのあと、ベットの上で２回戦に突入する。

ポーンちゃんはオッパイ綺麗、美人で綺麗、スタイルが綺麗と３拍子が揃い、なおかつ感度が良くて最高だった。

２回戦目も早めのフィニッシュ。

もう一回やりたい気分だったので、催促のキスをしたが、彼女が疲れてそれは無理だった。

今回の入浴では、まず、わざわざここまで来る人がいるのがよくわかるサービスを堪能したのと、次にやはりファースト・インプレッションが大事であると痛感した。

帰り際、雛壇を覗くと、２０人ぐらいに増えていた。
うーん、カワイイコが増えているな！！

この瞬間、リターンマッチを誓った。

（2000年4月24日投稿）
 
  【お風呂屋黙示録 第五章 メリー】マッケイガン師
  

  
  




【お風呂屋黙示録 第五章 メリー】マッケイガン師







- 男が女の涙に弱いのは、万国共通である -


タノンペッブリータットマイと、ソイエカマイの交差点に位置し、最近看板を新しくしたり、１Ｆに何やら怪しげなラウンジのようなものを作っている、「メリー」についての投稿を第５章としよう。

俺は本当は、「キャサリン」で入浴したかったのだが、１５：００から１時間たっても、一向に泡姫の数が増えるわけでなく、客の方が２倍３倍と増えてきたため断念。

仕方が無く、「メリー」に移動した。
このメリーでは、若干ながらディープな体験ができたため、今回は趣向を変えた投稿としよう。

入店時、雛壇は２０人ぐらいの泡姫がおり、「キャサリン」に比べると選び甲斐がある。
サイドも４名いて、いろいろ物色していたところに、コンシアが寄ってきた。

以前訪れたときと違うのは、サイドの値段が１００Ｂ上がり２１００Ｂになったことだ。
なんとショボイ値上げだろうか？いかにもタイらしい。

俺は、サイドを見ながら決めかねていた。
その時、コンシアはデックマイ（研修生）はどうか？と俺に勧めてくる。

チャオ２ではあるまいし、そんなものがいるのかと一瞬疑ったが、いるようなのでコンシアの後をついていった。そうすると、１人だけ別なところに座った泡姫がいた。
笑うと八重歯が覗く、カワイイコだったので、俺はすぐに指名して部屋に向かった。

部屋につき、飲み物をオーダーすると、同時に頬にキスをしてくる。
最近、風呂に来ていなかった（といっても２週間ぶり）俺は、この挑発に我慢できなくなり、ソファーのところで着ているものを全部脱がしてしまった。

彼女もノリノリで、俺のこの無謀な攻撃に合わせるようにベットへ向かう。
そこで一回戦が始まった。

風呂に来たのに、風呂にも入らずに突入するのは初めてだった。
彼女は、入店して３日目らしく、仕草が素人っぽくて良い。

一番良かったのは喘ぎ声。

前からタイ人女性の「オッ、オッ」とか、「スー」とか「シー」とかいうのは止めてほしかったのだが、この子は可愛く「あん、あん」と喘ぐではないか。

それと、異常なくらい感度が良く、愛撫しているこちらもやりがいがある。
挿入後のあそこの締まり具合も良く、満足な内に１回戦を終了した。

さあ、ここからが問題だ。

俺は普通に「名前は何？」、「年はいくつ？」とかを聞いていたが、急に顔が真剣になり、自分の身の上話を彼女は始めた。

全てがタイ語なので、充分聞き取れないところがあったが、「多分こういうことを言っているのではないか？」という推測の部分が入る。

とりあえずその内容について書こう。

彼女は、以前日本人の２０代の佐○木さんという人とつき合っており、一緒に旅行したり、買い物したり、食事したり、ゴルフにもつき合ったりしていたらしい。

ところがその佐○木さんがミヤノイマイ（新しい彼女）を作ってしまい、振られてしまったとのこと。
それと同時に、家に借金ができてしまい、しょうがなくここで働きだしたとのこと。

ホントは嫌で嫌で堪らないのに、どうしてもお金がいるから・・・・と話している内に、目からは大粒の涙が溢れてきた。

この展開に完全に押された俺は、いつしか彼女のペースに飲み込まれてしまった。

「あなた私のこと好き」

「好きだよ」

「じゃーお願い、私の恋人になって」

「いいよ」

「浮気者や嘘つく人は絶対イヤ。あなたは絶対嘘つかない？」

「ああ、嘘つかないよ」

「ホント？」

「ああ。ホントだよ」

男は誰でも一緒だと思うが、女の涙には弱い。
その気にならなくても、相手の都合の良い方へ良い方へと返事をしてしまう。

こんな会話を、彼女を抱きしめながら何回か繰り返していると、また息子が元気を取り戻したため、２回戦に突入した。

当然、こんなやりとりをしているため、心の中は「この女は俺の女だ」気分になっている。
激しく突きまくった、完全に気持ちの入ったＳ○Ｘをしてしまった。

激しい２回戦が終了後、彼女は「疲れた」と言って、もうぐったりしているので、仕方なく自分で風呂に入って体を洗った。

風呂に来て自分で体を洗うのは、日本での健康ランド以来の行為だ。

ただし、プロ根性があるのか？申し訳なく思ったのか？
揚がったときに、体はバスタオルで体を拭いてくれた。

すっかり拭いてもらうと又ベットで抱き合いながら、さっきの涙物語の繰り返し。
最初は騙されてると思っていたが、「この子はホントに俺のことが好きなのか？」モードに入ってきた。

このモードで「好き？嫌い？」の甘い会話と、頬や唇に雨のようなキスをされながら、息子を触られているとたまったものではない。

息子が再々度、元気を取り戻してきた。

「ほんま３回できるかよ」と思ったが、雰囲気で３回戦に突入してしまった。
高校生じゃあるまいし、連続３回は記憶にないほど、昔の出来事だ。

３回戦でも発射が遅い分、２回戦以上に激しいＳ○Ｘをしてしまった。

３回戦終了後、

「あなたホントに嘘つかないし、浮気しない？」

「ホントだよ」

「３回もエッチする好き者だから、浮気するに決まっている」

「３回もエッチできるのは君を好きだからだよ。あんまり好きでなっかたら、ち○ぽがマイタムガーン（働かない）だよ」

変な言い訳をして、その場を凌いだ。
完全に俺はこの子の彼氏になってしまっている。

帰りがけ、アパートの電話番号が書いてあるメモを渡された。
そして、「明日の昼電話して」と言われた。

思わず電話してしまった。

１回のＳ○Ｘで、こんな恋愛感情ができるなんて不思議だ。
これがタイ女性の魅力なのか？これでハマっていくのか？

今日の詔。「男が女の涙に弱いのは、万国共通である」 
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- タイ女性の記憶力は常人の記憶力を超越する -

「チャオプラヤー」と言う言葉を我々日本人が耳にすると（一部そうでない人もいるかもしれないが）、微笑みの街クルンテープを蛇行して流れる大河「チャオプラヤー河」を連想するだろう。

しかし、若いタイ人の男がこの名前を耳にすると、お風呂屋「チャオプラヤー１，２，３」（１はJ-ONEになったが）を連想するらしいと、どこかで読んだことがある。

そのチャオプラヤーの中でも、一番大きな雛壇を持つ、「チャオプラヤー２」についての投稿を第六章としよう。

それほど有名なこのマンモスソープは、空港から市内に向かう時、最初に目に飛び込んでくるあのノッポビル「バイヨーク２」の電車の線路を挟んだ北側の通り、「タノンシーアユタヤ」に位置する。

ここは、以前はちょくちょくお世話になっていたが、最近足が遠のいていた。

というのも、昔はプラトゥナム近辺に住んでいたのだが、住処がスクムビットに移ったからという、簡単な理由だけである。

しばらく行かない中に、花火を模倣した電飾等を取り付け、若干垢抜けた印象を受けた。

いつ見ても、ここの雛壇は圧巻である。

右側のマッサージおばちゃんを除いて考えても、５０人以上、いや、１００人はいたのではないかと思われる数の泡姫は、世界一の称号が似合う金魚鉢である。

また、雛壇右側、キャッシャー前のデックマイ（研修生）の小部屋があるのも、ここの特徴であろう。

一時閉鎖されて、雛壇に吸収されたとの噂も聞いたが、昨日の時点では、中に田舎から出てきたばっかりと顔に書いてある娘が３名座っていた。

部屋の前には、スペシャルレディーと書いてある。
初物好みの人にとっては、スペシャルなのであろう。

今回、俺は雛壇の中央の一番奥にいる、色白でカワイイ子を選んだ。
この時点で、どこかで見たことがあるような気がしたが、やはり前に選んだことがあるらしいことが後で判明した。

客人の記憶というものはいい加減なもので、６ヶ月しかたっていないのに、体を重ねた人間のことを忘れてしまっている（これは俺だけかもしれない）。

部屋は、２Ｆだったので、階段で上がったが、ぬいぐるみやレースのカーテンで、綺麗に飾ってあるプライベートルームだった。

ビワでは一度プライベートルームを経験しているが、ここチャオ２では初めての経験だった。
やはり、プライベートルームは、普通の部屋と比較すると居心地がいいのか？悪いのか？妙な気分になる。

部屋に入ると、姫の方から声をかけてきた。

「あなた、私のことを覚えている？私は覚えているわよ。今年始めてくるわよね。」

全く記憶になかったが当たっているので、

「そうだ。最後に来たのは去年の秋だから、ここへは今年初めてだ。」

と返答すると、俺の口の辺りを指さしながら、

「そうでしょう。私はあなたのこの八重歯をおぼえているもの。」

こういうやりとりで、段々と記憶がつながってくる。
そして、前につけていた番号札、"３×３番"を持ってきたと同時に、俺の記憶がつながった。

「あっ！思い出した。でもちょっと太ったんじゃない？」

個人の部屋を持つまでに出世したんだから、良いものを食べて太ったんだろう。

「うん。でも今日はちょっと眠いの」

ホントに眠そうだ。

「いつも何人ぐらいと相手するの？」

疲れて眠そうなのでそう聞くと

「平均５人かな？多いときは７人ぐらい。」

そりゃ確かに疲れるだろう。

だけど、ここで思ったのは、俺が再来店するまでに、少なくとも約６００人（５人×３０日×６ヶ月＝９００人で常連、休暇を考慮して0.7掛け）は相手しているだろう。

その中の、たった一人を覚えているのは、ものすごい記憶力だ。

「歳はいくつだったっけ？」

確か前は×７歳だったと記憶している。

「×８歳。」

１つ歳を食ったが、抱き寄せると、「そんなことはお構いなし」と言わんばかりのものすごい肌の張りである。

結局、手相の話（よく使うが）とか、この部屋で撮った写真の話とかをしたが、終止若干押されっぱなしであったため、Ｈの方はというと、一発のみでタイムアップ。

ここのところの２発は当たり前、あわよくば３発という風呂屋巡業においては、かなり淡泊な入浴となってしまった。

追記
とても１発のみでは収まらないこの俺は、帰りにナナに寄り、某店のウエイトレスをペイバーし２発目を決めた。
この某店には、ちょくちょく顔を出していたが、いつも飲むだけに終わっていた。

ところが、このウエイトレス！もう１年半もナナで働いているらしいが、俺が良く来ることと今日初めてこの店の子をペイバーすることを知っていた。
ナント恐るべし記憶力！！

いくら仕事とは言え、俺は自分の仕事に対して、こんなすごい記憶力を発揮できたことは未だかつてない。
この記憶力、見習わなければならない。

でも、これを書きながら、もしかしたら、今後彼女がナナでの「大きな爆弾になるのではないか」という恐怖に慄いている。
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−大雨の風呂屋は三文の得−

ラチャダーのお風呂銀座にあり、第三章で書いた、「ミラージュ」へ行くソイの入口の北側にある、「ナタリー」についての情報を第七章としよう。

実は、この黙示録の第三章「ミラージュ」へ行った時は、日本からの客人を、タイの雛壇を見物に連れてきた時であった。

俺は、普段、客人を風呂に案内する場合のほとんどがラチャダーである。

一つ目の理由は、数多くの雛壇、「エマニュエル」、「ハイクラス」、「ナタリー」、「ミラージュ」、対岸の「シザー」の雛壇を眺めることができるからである。

当然、多くの泡姫から選択することができるので、好評を得ている。

ただし、何故か皆が選ぶのは、「エマニュエル」の雛壇にいる姫である。
もう、かれこれ１０組以上の客人をお連れしたが、その８割以上が「エマニュエル」の姫を選ぶのである。

未だ持って、この理由はわからない。
このことは、俺の中での「タイランドの謎」の片手に入る謎である。

判る人がいたら、教えてほしいものである。

二つ目の理由は、やはり客人なので、いきなりニュペッブリーの場末の風呂屋には、連れて行きがたいものがある。

初めての方には、高級感のある風呂屋でくつろいで頂きたいという、俺の少なからずの心遣いだ。

この日も一通りの雛壇を覗き、客人はマニュアル通り、「エマニュエル」の姫を選んだので、とりあえず、キャシャーまで付いて行って、支払いを済ませ、エレベーターの所まで見送った。

そして、雛壇見物の間、「ナタリー」でこの姫だと言う娘を見つけていたので、速攻で「ナタリー」へ行った。

しかし、雛壇に彼女はいない。
コンシアに聞くと、彼女は指名されたとのことであったので、渋々「ミラージュ」へ向かったのだった。

まあ、「ミラージュ」では、第三章の通り、そこそこの入浴ができたので、別に文句はないのだが．．．．．

前置きが長くなったが、今回この「ナタリー」に来た理由は、この姫と再会するためであった。

それと、わざわざ大雨の日を選んだ。
というのも、大雨の日は、風呂好きの常連客でさえ、風呂に行こうという気が失せるから、つまり競争相手が減り、お目当ての彼女がいる確立が絶対高いと踏んだからだ。

昨日のクルンテープは、３時４時頃は晴れていたが、夕刻から雷を伴う激しいスコールで、ラチャダーのみならず、道路の至る所で、膝上まで水が浸かるような状況になっていた。

当然、そんな中を車が走るので俺のタクシーは、水中翼船のように水飛沫をあげて道路を走る。
又、足を置いている車の床からは、「今にも水が進入してくるのではないか」というような、水の流れの振動を感じることができ、今日みたいなこんな大雨の日に、本当に泡姫がお仕事しているのかと、不安に駆られるぐらいの本当に大雨だった。

又、そんな中を走るため、バイクタクシーに乗った仕事帰りの若い女の子に、頭から大量の水をかけてしまい、自分がやったのではないが、大変申し訳ない気分になった。

そうこうしている中に、目的地のエメラルドホテルの緑の電飾が見えてくるが、まだ雨足は衰えていない。
俺は、タクシーを「ナタリー」前のバス停で止め、雨の中を急いで店の中に入った。

店の中では、かなり多くの泡姫が待機している。
この店で、こんなに大勢の泡姫を見たことは初めてであった。

金魚鉢の中のタマダー、ダラーだけで５０人。後ろにサイドが１０人、右奥にファランが６名程度いた。

一瞬、ここに来た目的を忘れそうな状況であったが、目的の彼女を雛壇から捜す。
とすぐに見つかった。

彼女はＡちゃんと言い、野村佑香を少し大人っぽくした感じで、目がぱっちりしていて無茶苦茶カワイイ。
早速、彼女を選ぶことをコンシアに告げて、部屋に上がった。

彼女は、飲み物をオーダーし、運ばれてくるやいなや、積極的にＤキスをしてきた。
よって、風呂にも入らず１回戦を始めてしまった。

彼女のサービスはすごい。

選んだとき、コンシアが「この子は性格がいいですよ」と言ったことが頷ける。
アイドル顔からは、想像できない淫乱さに参ってしまった。

特に息子のしごき方が絶妙であり、手コキだけで思わず出そうになって腰を引いてしまった。

また、Ｆもすごい。
ア○ルから亀頭まで、その小さな舌でチョロチョロ舐められたらたまらない。

それだけで爆発寸前になった。

よって、一応行く前に「早く行くけどごめんな」と断って、自分だけ早々にいってしまった。

ところが、そのままでは済まされない。

ベッドに横になっていると、小さくなった息子をしごき始め、濃厚なＦに突入。
普通、こんな短時間では回復しないのだが、一気に回復してしまう。

そこで２回戦に突入。
今度は、俺の息子は長持ちした。

いろいろな体位で責めたのが良かったのか「あなたＨがうまいわね」と褒められてしまった。
嘘でも嬉しい。

その後、風呂に入ったのだが、ちゃんと全身を隅々まで洗ってくれた。
疲れていたのだろうが、さすがにコンシアの折り紙付き、最後まで笑顔を絶やさなく満足のいく入浴であった。

大雨の日をわざわざ選んで良かった、良かった。
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本日の詔-コンシアの言うことは良く聞け-

クルンテープの西に広がる「トンブリ地区」。

今の王朝の一つ前の王朝は、今の王宮とちょうど川を越えた反対側（ワットアルンの辺り）の、この「トンブリ地区」に、王宮を置いていたらしい。

ところが、それが今の王朝に代わって、「チャオプラーヤー川の蛇行の弧の中心に王宮を移した方が、敵から身を守るのに有効だ」との考えのもと、今の王宮の位置に移ったそうだ。

こんな歴史背景があるからか、今でもタイ人はチャオプラヤー川の東を「バンコク地区」西側を「トンブリ地区」と分けて呼ぶ。

その為か、俺はここに来ると、いつでも東のスクンビット地区とは何か違った、泥臭いような臭いの風が吹いているような、そんな感じを受ける。

トンブリ地区の風呂屋に行くのは、今回が初めてではない。

以前、「クルントンコンプレックス」という風呂屋で、入浴を経験したことがあるが、その時の印象は、「泡姫が素朴でカワイイ」である。

選んだ子が良かったのか、どうなのかはわからないが、この辺りは、日本人居住地からかなり離れているため、日本人擦れしていないのが良いのか、非常に丁寧な対応であった。

よって、今回も素朴でカワイイ姫を捜そう！を合い言葉にトンブリ地区に上陸をしたのであった。

今回は、タノンペッブリーをひたすら西へ進んで、サパーンタクシン（タクシン橋）を越え、タノンプラピンクラオに入った。

本当は、ここで、手前にある「バレンタイン」と「チャオプラヤー３」に行きたいところだが、敢えてその大分奥にある、「バレンタイン２」に向かった。

というのも、外道風呂で紹介はされているが、あまりにも遠いため、誰も入浴経験が無いとのことで、俺が最初に体験してやろうと思ったからである。

ここで、「バレンタイン２」に行く輩に行っておきたいことがある。

それは「地道を行け」である。

サパーンタクシンを越えて西に向かうには、バイパス（上の道）と、従来からある地道（下の道）の両方を選択できる。

ところが、この２本と、Ｕターン道路が見事に入り組み、複雑になっている。

俺は２回も通り過ぎてしまい。
２回もＵターンをさせられた（俺がアホかももしれないが）。

よって、２度とこのような間違いをしないように、地道の歩道側をちんたら行くことを勧める。

そうすると、右側にシンハービールと同じライオンのマーク下に、バレンタインと書いた看板が見えてくる。

そこを左折すると「バレンタイン２」だ。
橋を越えてから５キロぐらいだ（確かではない）。

早速、階段を上がって雛壇を眺める。
ウーン、あまり俺の好みの子はいない。

コンシアが仕切にサイドを勧めるが、全体的に田舎っぽくて選択できない。
よって入浴を断念し、別の店へ向かうことにした。

ここは、コンシアがボルような感じではなく（正規の値段を言ってきた）、もう少し粘っても良かったかなーと後で思った。

再度トライをしてみたいがこの距離ではなー．．．．

気を取り直して、次の店に向かう。

次は「メルローズ」だ。
今回は、ここで入浴したので、ここでの体験を第八章としよう。

この店はウォウェンヤイ（タクシン王像）から、真西に伸びているタノンペットカセーム沿いにある。
ウォンウェンヤイから大体３キロぐらいか？

向かって左に、フューチャーパークバンケー店があり、その向かいの奥まったところに、「メルローズ」は位置する。

ちょっと、奥まっているので、わかりづらいが、大通りに英語でメルローズの表示が出ている。

入り口から入り、右側に進んでいくと、雛壇が見えてくる。

しかし、ここの雛壇は暗い。
雛壇が暗いと言うより、俺らが立つ場所が暗い。

姫はその時結構揃っており、３０人ぐらいいた。
そして、後ろのラウンジのソファーに、サイドが８人ぐらいいる。

雛壇の中には、○６歳ぐらいにしか見えないような、若い子も４、５人おり正座をしている。
雛壇で正座をしている子を見たのは、ここが初めてだ。

しかし、ファースト・インスピレーションでグッとくる子はいない。
ロリロリに行こうかと決めかねていると、コンシアが仕切りにサイドを勧めてくる。

雛壇の中は決め手に欠いたので、「たまには、コンシアの言うことも聞いてみるか」と思い従ってみた。
姫が近くに寄ってきたので、じっくり見ると、小泉今日子似でカワイイし胸がやたらでかい。

「やっぱり、コンシアの言うことは聞くもんだ」と思って、部屋に向かった。

部屋では、風呂に入る前から、俺の息子を触ってくる。
又、服を脱いで、その大きな胸に息子を挟んでゆさゆさしてくれた。

ボリカンディーマーク（サービス満点）だ。

そして、風呂に入って体を洗ってもらった。

その時、客筋を聞いてみると、タイ人、日本人、マレーシア人、台湾人、韓国人とバラエティーに富み、日本人も多いらしい。

こんな所まで来る日本人もいるのか？

まあ、ネット時代になって、入手しにくい情報も簡単に入手できるからとは言え、恐るべきスケベ日本人と思ってしまった（俺も同じか）。

風呂から上がると、ベットに入って、１回戦を始めた。
こちらからも積極的に責めたが、珍しく６９になった。

そして、ゴムも被せず、俺の息子をくわえてくる。
久しぶりの生の感覚に、すぐに臨戦状態になった。

そして、挿入。
爆乳ではあるが、あそこは小さく締め付け感も最高。
正常位のみで１回戦を終了。

結構、根こそぎ吸い取られたと言う感覚があったが、しばらく抱き合っていると、また元気を取り戻してきたので２回戦へ突入になった。

今度は、色々体位を変えて、最後はバックでフィニッシュ。
完全燃焼の合計２回戦であった。

今回の入浴では、やはり迷ったときにはコンシアである。

まあ、嘘つきもたまにいるので注意をしなければいけないが、郊外のＭＰということが幸いしたのか、良心的なコンシアに当たって良かった。

ここはもう一度足を運びたい気はあるが、こんなに遠いとちょっと躊躇する。
まあ、ビバパレス（フーイン）よりは近いけど。こんどはロリロリかな？
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第八章に引き続き、「トンブリ地区」の「クルントンコンプレックス」を第九章としよう。

ここは、スクンビット界隈からだと、タノンプララム３を利用した方が良い。

サトーン等からも行けるが、何せ道が混むので、俺が利用するのは、もっぱら空いている、タノンプララム３である。

タノンプララム３は、北からラチャダーピセークがペッブリータットマイを過ぎたところで、ソイアソークに変わり、スクンビットを過ぎたところで、ラチャダーピセークに戻り、更にプララム４を越えたところで、プララム３に変わる。

かなりややこしいが、つまりはソイアソークを、ひたすら南下していけば良いのである。

この道をひたすら行くと、チャオプラヤー川を越えて「トンブリ地区」に上陸する。
そして、川を越えて約２キロ（正確ではない）、行ったところの右側に「THE MALL（ドモール）ターパ店」があり、それと同じ側の５００ｍぐらい手前に「クルントンコンプレックス」がある。

タイ語の看板のみで、ＭＰぽくないのでわかりづらいので、THE MALLより戻った方がわかり易いだろう。

入り口は通りから入って、右側に奥に行く路地があり、それの中間ぐらいにある。
階段を登って行くのだが、何も書いていないので、初めてきた輩にはわかりにくいだろう。

俺も最初はわからなかった。

階段を登ると、天井が高くて明るい雛壇がある。
と、今日は雛壇に誰も座っていない。

どうしたのか？早く来すぎたのか？（午後３時半）と思ってコンシアがいるので、「開いているのか？」と聞くと「開いている」とのこと。

まあ、姫が出てくるまで、ビールを飲んでゆっくり待つかと思って後ろを見ると、上にもホールみたいなのがある。

「上から雛壇でも見下ろして待つか」と思い、コンシアに「上で待つわ」と告げ中２階へ登ってビールを頼んだ。

しばらくすると、ビールと共に女の子がついてくる。
何だこの子は？と思っていると、おもむろに俺の横に座って手を握ってくる。

そして、俺の方を見てにっこり微笑む。
あまりにも急な出来事に驚いてしまった。

そうしている間にウエイターもどこかに行ってしまい、彼女と二人きりになってしまった。
相変わらず、俺の方を見てにっこり微笑むだけだが、よく見ると結構カワイイ。

よって、思い切って声をかけてみる。

「雛壇は確か１２００Ｂ、１４００Ｂサイドが１８００Ｂだった。ここは何？俺はシステムが理解できてないので教えて」というとにっこり笑って、「私は２０００Ｂで部屋へ行ってマッサージをするの。私のこと嫌い？」と言い、手を強く握ってくる。

どうも気に入られたみたいだ。

「嫌いじゃない。好きだよ」またまた押されて、口先で返事をしてしまう。

この返事がＯＫと解釈されて、この姫と入浴することになった。

よく考えれば、他の風呂屋でも、ましてやタニヤで大勢の中から自分で選んで相手を決めるのに、こんな展開は初めてだ。

まあ、何事も経験と思い部屋に向かった。

向かう途中でコンシアに、「ビールは部屋に一緒に持ってきてくれ」と頼んだ。
うっかり忘れることだった。

思いの外の展開に、ほとんどビールを飲んでいない。

部屋に入ると、いきなりキスをしてくる。
よっぽど気に入られたみたいだ。

そして、俺の服を脱がせにかかる。

「おい、さっきもってこいと頼んだビールもまだ来てないのにマジかよ」と思いながらも、脱がされてしまう。

そして、彼女も脱ぎ出す。

「ビールまだ来てない」

と言っても、聞く耳なしのようで、

「大丈夫」

と言いながらバスタオルを体に巻く。

と、やっとビールが到着。
男のウエイターがビールを運んできたのに、ホントに恥ずかしくないのか？
彼女はバスタオル１枚である。

やっと運ばれてきたビールを一口飲んでから、風呂に入った。
しかし、洗い方が上手くないが、体を密着させてきたり、キスしてきたりで素人っぽい。

聞いてみると、今日で入店８日目であり、日本人の客は俺が初めてとのこと。
日本人が初めてとは何か嬉しい。

風呂を揚がると、早速１回戦を始めた。

どちらかというと受け身。
又、Ｆはできないようである。

Ｆ好きの俺にとっては物足りないが、情熱的なキスがそれをカバーする。
しかし、キスが情熱的すぎる．．．ホント恋人気分だ。

１回戦終了後、５分と待たず２回戦へ突入。
１回目は早々と出てしまったが、２回目はいろいろな体位で、３０分以上突くことができた。

この子としゃべっていて、何かいつもと違うなーと思っていたが、この子は俺のことを「ピー（お兄さん）」と呼ぶ。

最初、何を言っているかわからなかったが、親しみがあって非常によい。
タイ人が日本人に対して使う「ナイハン（旦那）」とは、大違いだ。

今日も又、川を越えた土地の、素朴な姫に出会えたことを満足に思い、帰路に着いた。
 
  【お風呂屋黙示録 第十章 キャサリン】マッケイガン師
  

  
  




【お風呂屋黙示録 第十章 キャサリン】マッケイガン師







タノンプララム９と、ソイエカマイを北上した交差点の西側に、３つの風呂屋が並んでいる。
プララム９沿いから行って、「ジュリアナ」、「キャサリン」、「ビクトリアシークレット」である。

まあ、ビクトリアシークレットに限っては、別の小さなソイから行かなければならないが．．．

今回は、ここに並ぶ３つの風呂屋の中で、割と人気の高いとされる「キャサリン」について、記念すべき第十章としよう。

俺とこの店とは、あまり相性が良くないと感じている。
というのも、以前に入浴経験があり、その時良いサービスを受けたので、雛壇だけは良く覗きに来るのだが、なかなか気に入った姫を選ぶことができない。

前に２時間もの長時間、好みの姫を選ぶため、雛壇の奥のカフェでビールを飲みながら、粘ったことがあったが、選ぶことができなかったこともあった。

又、ここは客がやたら多いような感じがする。
日本人が多いこともさることながら、タイ客がやたら多いような気がする。

これも、サービスが良いことから来るのであろうか。値段が手頃であるという理由なのか（タマダー１５００Ｂ）、とにかく多い。

姫の２倍の客がいるときに遭遇したこともある。

今日は、このように感じている「キャサリン」に、久しぶりというかようやく入浴できた。

姫は、今日もこれと言った決め手が無かったが、髪の長いスレンダーな姫を選び、エレベーターに乗り込んだ。

ここは、いつ来ても、小綺麗な感じがする。

部屋の中にも花が飾ってありと、とても汗でベトベトになったＴシャツに、スコールの後の泥水溜まりを歩いて汚れたサンダルでは入り難い気がする（でも俺はいつもこんな格好で入浴する。店の人は嫌がっているだろうなきっと）。

部屋に入ると、早速ビールを注文し、姫にここでのお仕事経験を聞くと、ナント２年も経験があるとのこと。

お仕事に期待をして、湯船に使った。

体を洗ってくれるのは普通だが、その後、お湯を抜くので、何でかと思っていたら、体の上にボディーソープを塗ってマットのまねごとをやってくれる。

うー、気持ちいい。
次は立って後ろに廻り、息子をしごきながら、オッパイで背中を洗ってくれる。

うー気持ちいい。
そうしている中に、ゴムを被せてＦを始めた。

このパターンも初めての経験だ。
そして、姫が上になって挿入。
一回戦の開始だ。

抱きしめたり、胸を揉んだりしたかったが、何せ、お湯を抜いた湯船の中でやるもんだから、身動きがとれない。

こちらの思い通りに動こうとすると、姫から怒られる始末。
でも、さすがプロの味で、微妙な腰振りによりこんな体制でも、とても気持ちよかった。
とりあえず、湯のない湯船の中で１発目を発射した。

次はベッドに移って２回戦だ。
彼女はキスがＮＧなので、キス好きの俺にとっては、とても残念であるが仕方がない。

しかし、俺の息子はそんな心とは裏腹に、ゴムの上からではあるが、洗練されたＦを施されると、１発目を発射した後とは思えないような硬度までに回復した。

特に玉を舐めながら、竿を微妙なタッチでしごくのがすばらしく良かった。
息子が準備万端になったので挿入、２回戦の開始だ。

１回出しただけあって長持ちし、いろいろな体位を試したあと、正常位で発射した。

今回の姫については、肉体的には大満足であったが、精神的にはもう一つ。
やはり、人気のあるＭＰで、長年仕事をしてきたのが原因なのか？

俺のことをあまり好きではなかったのか？
会話も少なく、後味が余り良くなかった。

まあ、長い間には、いつも当たりばかり引くとは限らない。

前のトンブリ地区巡業でいい目にあっている分、バンコクでの洗礼を受けたのかどうかわからないが、今回はもう一つだった。

気を取り直して、次回の入浴に期待したい。
 
  【お風呂屋黙示録 第十一章 サブウェイ】マッケイガン師
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今日の詔 -古式按摩は人間を快楽に誘うマッサージである-

今回は、風呂屋情報を心待ちに待って、頂いている方には残念ではあるが、古式按摩の「サブウェイ」についての情報を投稿する。

というのも、風呂屋では味わえない、何とも複雑な体験をしたからである。

俺は、良く古式按摩（タイ トラディショナル マッサージ）を利用する。

いつも利用するのは、タノンスリウォンのタニヤとパッポンの間にある、有名な「有馬温泉」他、マッサージ密集地帯の中の１件を利用するか、若しくは家の近所のマッサージ屋を利用する。

当初は、休日にゴルフをすることもあり、その筋肉疲労を癒すためという名目で行ってみたが、これが性的でなく身体的にかなり気持ちいい。すっかり病み付きになり、必ず週１回は通っている。

ここで、マッサージをあまりよく知らない方に：古式マッサージは、ストレッチ等で体のスジを伸ばしたり、凝り固まっている筋肉をほぐしたりと、「揉む」行為を中心に行うマッサージ。

一方、オイルマッサージは、体にオイルを塗って「擦る」行為を中心に行うマッサージである。

今日は、連日の仕事疲れ（最近ホントに忙しく毎日２２：００、２３：００に帰宅している。風呂屋へ行って風呂屋黙示録を更新する事は、その中での一種のストレス解消になっている）を癒すため、マッサージにでも行こうかなと考えていた。

しかし、いつも行く店は、最初歓迎してくれていたおばちゃんも、頻繁に通っているため、慣れたせいか、最近愛想が良くないこと。

又、あまり同じ店ばかり行くのもつまらないので、綺麗なオネーチャンのいる古式マッサージに行ってみたいなーと思っていたことから、ラッチャダーの「サブウェイ」に白羽の矢を立て、今日行ったみたわけである。

「サブウェイ」は、第７章のＭＰ「ナタリー」の横にあり、入り口は別であるが中でつながっている（とつい最近まで信じていたが、ナタリーマッサージの間違いであった)。

この近辺は風呂屋銀座であるが、古式按摩銀座でもある。
最近、エメラルドホテルの南側（サブウェイと反対側）にも、名前は忘れたが、新しい古式按摩が開店している。

色々入ってみたかったが、今日は「サブウェイ」にした。

新幹線のような電飾で飾られた入り口から入ると、すぐ雛壇がある。
小さい雛壇ではあるが、５０人ぐらいのオネーチャンが座っている。

まるで風呂屋みたいで、風呂屋の姫よりカワイイと思われるオネーチャンもいて、皆が番号札を付けて座っている。

今まで経験した古式按摩は雛壇など無く、勝手にマッサージ嬢（おばちゃん）を宛われるのだが、ここは選べるみたいである。

又、コンシアまでいる。

値段を聞くと「古式按摩２８０Ｂ（？忘れた）、オイルマッサージ６００Ｂ」だそうだ。
又、番号は色で分かれているので聞いてみると、「青色番号札は、古式とオイル両方ＯＫ。赤色番号札は古式のみ」と返事が返ってきた。

あまりにもカワイイコが多く、目移りしてしまい、番号札の色について３回も聞き直してしまった。

こんな状態であるから、気分は完全に入浴しに来た状態になってしまっていたが、「俺は今日体の疲れを癒しに来たんだ」と思い直して、「マッサージが上手いのは誰か？」とコンシアに聞くと、「青色の××４番がオイルと古式どちらも上手い」と勧める。

最初は、古式按摩をしてもらおうと決めていたが、オイルマッサージは未経験なので、「オイルマッサージは、疲れがとれるか？俺は一度も経験無いんだ」と聞くと「オイルマッサージが絶対いい。オイルマッサージを選べ」としきりに勧めてくる。

結局興味本位で、ちょっと試してみようかと思い、オイルマッサージを受けることにした。

キャッシャーで６００Ｂ払い、オネーチャンが出てくるのを待って、エレベーターに乗り込んだ。
オネーチャンは近くで見ると、日本にいたとき、同じ部署でカワイイなと思っていたＯＬと似ており、ちょっと昔を思い出してしまった。

早速、彼女に「オイルマッサージは初めてだが、気持ちいいか？」と聞くと、「気持ちもいいけど、すごく感じるのよ」と答える。
何が感じるのか、この時はまったくわからなかった。

エレベーターは４階で下りた。
部屋は、風呂屋のようにちゃんと個室になっていて、少し妖しい。
でも、さすが風呂ではないので、部屋は殺風景である。

その４階を通り過ぎ、階段で５階へ上がった。
どうもオイルマッサージは５階らしい。

部屋に入ると、ちゃんとシャワーまでついていて、早速シャワーを浴びてと言われたので、その言葉に従ってシャワーを浴びた。

シャワーを浴びて、腰にバスタオルを巻いたまま座っていると、うつ伏せに寝てくれと言われるので、その通りすると、すかさずバスタオルを取られてしまった。

ケツは丸出しではあるが、後ろ向きなので、あまり恥ずかしくない。
そして、その状態でマッサージが始まった。

最初、オイルをたっぷり付けてするので、気持ち悪かと思ったが、足の裏、ふくらはぎ、太股と古式按摩に勝るとも劣らず気持ちよい。

しかし、ケツの近くに来ると別の意味で気持ちよくなってきた。
オネーチャンは俺の足を開かせ、玉袋間際の内股や肛門をオイルを付けてマッサージしてくる。

そして、時々玉袋を触るか触らないかの微妙なタッチで触ってくる。
イカンとは思いつつ、俺の息子は反応し始めてきた。

そう言う状況と悪戦苦闘していたが、マッサージが背中に移ってきたので、息子の反応はおさまった。
ふーと一息つき、背中のマッサージの気持ちよさを感じていると、次に上を向くように言う。

上を向くと言うことは、フリチンで息子を見せなくてはいけない。
バスタオルをくれと言うが、言うことを聞いてくれない。

しょうがないので、スッポンポンのまま天井を仰いで横になった。

ここで、風呂屋との大きな違いに気が付いた。

それは、オネーチャンは服を着ており、俺はスッポンポンであることだ。

このシチュエーションは妙に恥ずかしい。

今日は、抜くつもりで来ているわけじゃないので、よけいに恥ずかしかった。
オネーチャンは何食わぬ顔でマッサージを始めた。

足の裏、ふくらはぎ辺りは大丈夫であったが、太股辺りに来たとき段々息子が反応してくる。
何せ、ソープのマットのような気持ち良さだ。

そうして、段々上に上がってきて、股間辺りをマッサージし始めた。
この頃になると、もうビンビンである。

オネーチャンもオネーチャンで、マッサージのふりをして、触るか触らないかの微妙なタッチで玉を刺激したり、竿を刺激したりしてくる。

段々と我慢できなくなってきた。

そして、もう我慢できないと、我慢汁がこぼれそうになるその瞬間、今まで無口だったオネーチャンが急に話しかけてきた。

「何これ。どうしてほしいの？」

ついに俺の息子をじかに指で弾きだした。
この状態で、そんなことをされたら返答ができない。

「・・・・・」

「何。どうしてほしいか言ってごらんよ」

「・・・・・」

俺が返答に困り答えないでいる間、何度も何度も息子を指で弾く。
ついに我慢の限界に達したその時、悪の誘いが彼女の口から告げられた。

「手でするのは５００Ｂ、口でするのは１０００Ｂ、入れるのは１５００Ｂ。ねえ、したいんでしょ。」

悪魔の微笑みで俺の股間を刺激する。
もう我慢できなくなっている俺は、即座に

「１５００Ｂがいい」

と答えてしまった。

ホントは値切ることができるのであろうが、そんな思考能力は俺の頭の中にはない。
彼女は俺の返事を聞くと、素早く服を脱ぎ、禁断のエッチへと突入した。

彼女は手慣れた感じで、キスからＦに移って俺を攻撃してくる。
Ｆの間はテクニックとかよりも、じらされた後の開放感で、この世にこんな快楽はあるのかと、身を震わせてしまった。

そうして、体を入れ替えて正常位で挿入した。

もう、すっかりできあがっていた俺の息子は、かなり早く果ててしまったが、いつもの風呂で得られる快感よりも数段上の激しい快感と、激しい量を放出した。

エッチが終わった瞬間、俺はもうマッサージのことなど忘れてしまっていたが、彼女は、ちゃんと残りのマッサージををこなしてくれた。

流石プロである。

そして、シャワーで体のオイルを流して部屋を出た。
今回は、結局２１００Ｂの出費で、風呂の２発と比べるとかなり損をした気分であるが、抜くつもりで来ていなかったのに、

「オネーチャンが、思い出の中の人によく似ていたこと」

「自分だけ裸で、相手は服を着ている妙なシチュエーション」

「オイルマッサージによる、ソープのマットのような気持ち良さ」

の３つの理由で、精神的にも肉体的（２つの意味）にも、かなりの満足が得られた。
なんか、風呂屋黙示録を止めて、古式按摩黙示録に題名を書き換えたいくらいである。

追記：もしこのような責めにあって、発射なしでことを済ませたことのある輩（輩とは失礼。先生と呼ばなければいけない）がいたら、その方法を伝授してほしい。ただおばちゃん相手で息子が反応しなかったというのはナシ（爆）。しばらく飽きるまで病みつきになりそうだ。
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【お風呂屋黙示録 第十二章 ビワ】マッケイガン師







本日の詔−腐っても鯛−

バンコクで一番サービスが良いと名高い（これは俺の独断の判断であるが）、「ビワ」についての投稿を第１２章としよう。

ここは、スクムビットのソイエカマイを北上し、ペッブリータットマイにぶつかったところで、東へ折れて、第５章の「メリー」を通り過ぎて、約１ｋｍの所に位置する。

さて、なぜ俺がバンコクで一番サービスが良いと評しているかというのは、以前の３回の入浴経験において、タマダー１０００Ｂ、ダラー１３００Ｂの値段設定ながら、２回戦は当たり前、全身舐め（足の指まで）、生Ｆ、足の爪切り等、サービスという名においては、この風呂屋に勝つところには、未だ当たっていないというのが実状であるからだ。

又、泡姫のレベルと言うと、必ずしも高くはないが、素朴で心優しい子が多い、という印象がある。
当然、今日もこのサービスを堪能すべく、ここを目指したのであった。

さて、余談ではあるが、今日のタクシーはと言うと

「エカマイとペッブリーの交差点まで行ってくれ」
と言うといきなり

「メリーか？」
と言う無愛想な答えを返してきた。

日本人がメリーへ、よくアクセスをしているのか？
俺の顔に、「今から風呂屋へ行くぞ」ということが書いてあるのか？

ともかく、風呂行きが見透かされたようでイヤだったので、「メリー」を行き過ぎた病院の前で

「ここで降りる」
と言って、そこから歩いて「ビワ」へアクセスした。

普通は、アタミとかを愛想を振りまきながら勧めてくる輩が多いのだが、いきなり「メリーか？」と言われた時には思わず引いてしまった。

そんな話はさておき、店の中に入り、雛壇を見ると、姫が５名程度しかいない。

少し待つかと思ったが、その中の一人が、プッチモニの保田圭に似た、「ビワ」では珍しい若くて、可愛い子であったため、早速指名し部屋へと向かった。

服を脱ぎ始めると、その細い身体に似合わず胸は綺麗で大きい。
また、ここでの仕事経験等を聞くと、まだ働いて１ヶ月足らず、その前は学生とのこと。

こんな子が、ホントに「ビワサービス」をしてくれるのかと、期待に胸を膨らませて湯船に浸かった。

と、ところがである。
まさか、この超優良店の「ビワ」において、「マグロ」に出くわすことは無いと思っていたが、口数は少なく、体を洗うのもテレビを見ながら洗う、風呂から上がっては体を拭いてくれない等、マグロ懸念がどんどん漂ってくる。

ついにベットに上がって、その「マグロ」の正体を現した。
キスダメ、Ｆなし、オッパイを舐めるとチャッカチー、トドメにまだ硬くなっていない息子にゴムを被せて上に乗ってきた。

普通、こんな状態であったら絶対いかないのに、何せ１週間以上も溜めていたので、残念ながら意志に反していってしまった。

終了後も、さっさと自分だけシャワーを浴びに行き、俺は自分で息子に被っているゴムを処理し、一人でシャワーを浴びた。

この時泡姫は、ベットに寝そべりテレビを見ていた。
よって、俺は決心した。「シャワー浴び終わったら絶対帰るぞ！！」と（この時点で４５分経過）。

「あっ。俺、用事あるんだった。もう帰るわ」（おまえのサービスが悪いんじゃ。おまえなんかと後１時間以上も居たくない）とわざとらしく言うと

「そう。」
かなり素っ気ない返事。

やはり、帰るのを決心して良かったと心の中で思った。
そうして、部屋を出てキャシャーで金を払い、店外へ出た。

と、その時、後ろから呼ぶ声がする。

コンシアである。
「なぜ。まだ１時間もたってないのに帰るのですか」

「サービスが悪くてイヤだから出てきたんだ。今日はホントに残念だ」
こんな会話から始まり、彼は内容、姫の態度等を事細かく聞いてくる。
聞いてくる度に「すみません」を付けることを忘れない。

最後に「あいつは再教育させます。今日は誠にすみませんでした」
と言って謝った。

傷心ではあったが、かなり心が晴れた。

今日の入浴で思ったのが、「腐っても優良店」である。
他のＭＰでは、ここまでの配慮は経験したことがない。

これで又、足を運ぶ気になるというもの。
今日は、さすがという一面を見せてもらった。

ボッタクリＭＰに、爪の垢を煎じて飲ませたい気分である。
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本日の詔−水戸黄門の印籠は携帯すべし−

今回は、外道風呂でも紹介されている、悪評高き「ノア（アタミ２）」について、第１３章としよう。

今日「ノア」にしたいきさつは、前回ビワでのリベンジを誓い、最初ビワに行ったのだが、姫が３人しか雛壇におらず、待ちのタイ人でフロアーがごった返していたため、ビワでの入浴は諦めた。

よって、近くに目標を変更しようと思い、メリーでも行くかと思ったが、最近サービスが悪い噂も流れているので、思い切って「ノア」に行こうと思ったわけである。

「ノア」は、メリーを見下ろす、エカマイの陸橋を北の方角（ラマ９の方向）に向かい、ラマ９に到達する手前の右手に位置する。

ペッブリーからだと、車線は反対側で、ラマ９とエカマイの交差点はＵターンができないので、できればラマ９からアクセスし、エカマイを右折した方が良いと思う。

この店は普通の風呂屋と違い、入り口は通りと裏側になる。
しかし、入った感じは非常にゴージャス（特にビワから来たため）に感じた。

この店がラチャダーにあっても、全然不思議ではない程のゴージャスさだ。
ただ、駐車場が狭いので、大きな風呂屋なのに、車をどこに止めるのだろうという疑問は残ったが．．．

雛壇の前に来ると、先客が４名ほど居て、日本語をしゃべっている。

「インターネットで見るのと実物を見るのは違いますねー」（そりゃそうだ）

「じゃ。次、キャサリン、ジュリアナでも見に行きますか？」（しかしネットとは恐ろしい、初心者みたいな感じの輩がいきなりノアかよー） とか言いながら、帰ろうとせず、一歩下がった位置で雛壇を眺めている。

そのグループが、なかなか決めないためコンシアが俺の方に近寄ってきた。

この時、雛壇には２５名程度の泡姫がおり、俺の好みの子が多い。
その中で、藤原紀香風の姫と一瞬目があったため、これは行かなきゃイカンと思って指名しようとしたが、その前にここはボッタであることを思い出したため、コンシアに

「ここ、普通の番号札と、Ｂ付きがあるがそれぞれいくらだ？」 とタイ語で聞いたのだが、すかさず「タマダー２０００Ｂ。ボディーマッサージ２５００Ｂです。」 と日本語で答える。

早速、ボッてきやがった。
再三、確認するが正規の値段だと言い張る。

今日は、ボッタで有名な店なので、念のため外道本に紹介されている「オンツアー」をポケットに入れていたの思い出して、「オンツアー」を水戸黄門の印籠のように取り出し、「ここにタマダー１７００Ｂと書いてあるけど、ホントに２０００Ｂか？」と言ってやった。

しかし、全然慌てる振りもなく、眼鏡を取りだして値段表を確認する。
そして、しばらく値段表を眺めていたが、「よし。ＯＫ１７００Ｂにしよう。」（もともと１７００Ｂだろうが）

ここでやっと指名をする行為に移ることができた。

コンシアが番号を告げて、彼女が立ち上がると後ろの方で、「あっ、やっぱりなー。選ばれちゃった。」（俺も日本人なんで、今あんたがしゃべっていること全部わかるんですけど．．．．．） 後ろのグループの一人も狙っていたらしい。

早い者勝ちだから仕方がない。

そうして、キャッシャーへ行き、金を払うときコンシアが怒ったような声で、「パンチェット（１７００）」とキャッシャーの女の子に告げた。

なんか勝ち誇った気分だ。

早速エレベーターで部屋に上がった。

部屋は、自分の部屋らしい。
広くて清潔そうで、照明がブルーとレッドの間接照明になっており、今まで見た風呂屋の部屋の中で一番好きな部屋だと思った。

又、縫いぐるみやクッション、鉢植え等も置いてあるが、なんか洗練されていて雰囲気が非常によい（ビワも自分の部屋であるがこちらは田舎の子の部屋と言う感じ）。

そうして、ソファーに座りビールを頼み、テレビを見ながら雑談をした。
彼女は２２歳で、ここで働いて１年ぐらいたったところらしい。

そんな話をしていると、腰に手を回して甘えてくる。
やはり風呂屋はこうでなくちゃイカン。

「ここへは良く来るの？」

「初めて」（ホントです）

「お風呂屋にはよく遊びに行くの？どこのお風呂にいくの？」

「仕事が忙しいし、休みはゴルフだから時間があまりないんだ。だから３ヶ月に１回くらいかな？」（大嘘です）

「今日は一人で来たの？」

「友達いないんだ。会社の人は５０歳、６０歳の年寄りばかりで、いつも一人なんだ」（嘘です）

「じゃ、私が友達になってあげる。電話番号教えるから」

「あなたの番号は？」

「覚えていない」

彼女は俺の電話から、自分の電話に電話をかけて、そこに表示された番号を、自分の携帯に覚えさせてしまった。

そして、俺の電話にも自分の番号を登録した。

「今度、サイアムスクエアーへ一緒に行こうよ。行ったことがある？」

「ああ、一人でね。じゃ、今度連れていってね」（嘘です）

デートの約束が速攻でできてしまった。

そういうやりとりをしていると、自然に雰囲気が良くなってくる。
よって、思わずソファーで１回戦を始めてしまった。

キスをして胸を舐めて、脇腹から内股を舌で舐めていくと、本気で声を出し始めた。
よってクリを剥き、舌で愛撫しながら、ゆっくりと指をアソコに入れていく。

ともう大洪水である。
こういう子は攻めがいがあるというもんだ。

強弱を付けた指マンで、１本から２本と指を増やすと、だんだん俺の指を締め付けてくる。

いかしてあげた。
そしてベットへ移り挿入。

今度は女性上位で攻められて発射した。
それから風呂に入った。

風呂も熱いお湯にしてくるなど、気を使ってくれたが、１回いったのが疲れたらしく、しばらく休ませてと言った。
可愛いものである。

風呂から出て、ベットでイチャイチャしていると、又息子が元気を取り戻した。
よって２回戦開始。

今回は濃厚なＦから６９に移り